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Abstract 
A new amplifier, called the current feedback amplifier (CFA), has been developed. Since CFA have 

both a low output impedance and a high output impedance, it is suitable for both voltage output and cur- 
rent output. In this paper, a method for realizing gyrator using two CFAs is: presented. A CR oscillator 
using the proposed circuit is also given. Experimental results that confirm the theoretical analysis are 
obtained. 

'1. まえがき 
最近, 電流帰還増幅器 ( C F A  ‥ Current Feedback Amp肪er)のアナログ信号処理への応用に関して多 

くの報告がある“)~⑥. CFAは汎用の演算増幅器と比較して, 広帯域, 高スルーレー ト特性を有してぃる・ 
また, 鷲圧出力を取り出すのに好都合である低出力イ ンピーダンスと電流出力を取り出すのに好者蔭合である 
高出力イ ンビーダンスの両出力を有している. これまでプラス型CFA ( C F A + )  を用いた回路にっいて 
は報告されているが' マイ ナス型C F A  (CFAー)  を用ぃた報告はほとんど見当たらなぃ・ 筆者は, 先に 
CFAーを導入し ,  C F A + とC F A - を用ぃてジャイ  レータを実現する回路にっぃて報告した① 本論 
文では, そのジャィ レー タをCR発振回路に適用した場合にっぃて考察した結果, 実測値と理證値とを比較 
し良い一致が得られたので報告する 

2 .  流帰還増幅器 ( C F A )  
電流帰還増幅器 ( C F A )  は, 図ーに示されるように, 第2 

世代のヵ レン トコンベア (CClI) と電圧ホロワで表すことが 
でき, その各端子における電圧' 電流特性は式(ー)のハィ プリ ッ 
ドマ ト リ クスで示される・(8). ただし, 各端子の電圧, 電流の 
基準方向は, 図ー に示された方向を正とし, ーx=ーzのときプラ ー 図ー CFAの端子電圧と鷲流 ( 

(67) 
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図2 CFA回路 (“一 — ー はマイナス型CFA) _ 

ス型C F A  ( C F A + ) ,  ーx= 一ーzのと きマイ チえ型CF A ( C F A一)  とする・ 
図2に, 演算増幅器を使用 したCFA回路を示す縄〔 同図において , 本論文ではR]=Rz=m。Q, Rg= 

ー0KQとした・ 
1y .. o o o 〝yy〝 〔“  ^ ,, _ 
yx = 」 ~0ー 0: 嫁〝 and y。=yz 〟 ̀  .ー ー . ・ _ _ (]) 
[Z 0 土ーー0 ~ ' V2 

3. ジャイ レー夕の構成 
図3は, 2個のCFAを用ぃたジャィ レータ回路構成である・ 図3の回路の入力イ ンピーダンスZぁ(S)は次 

式で与えられる・ ・ 
Vi. Z Z . Zi(s),=77='§—23 (2) 

ここで式〈2)において, 2ー=R],Zz=ー/sCn=Rgと {~ ー cPA_ 〝* 【 CFA+ 
すれば,次式の入力イ ンピーダンスとなり,ジャイ レー 〝峡  ノ ・′・ 。 Y 。 . 
タが得られる・ ・ . _ x Z x 

馴=嘲嶼 (8)ー 鬱 轟 Z〝 
また, この時の等価イングクタンス乙〝〟は次式で与 ・ 

ぇられる. m ジャイレータ回路 
乙e“=C艇ーR3 (4) 

N 

4 .  CR発振回路の構成 
次にこのょうにして得られるジャィ レーク をCR発振回路に適用することを考える' 
図4は短絡安定形負性イ ンミ タンス変換器 ( S C S  N I  C)  である. 同図の回路の入力ィ ンピーダ ンス 

Z〟は, いまZA=ZBとすると次式で与ぇられる・ 

(68) 
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Z”= ーR〟 
図5はジャイ レータにょ り得られる等価ィンダクタンス乙〟〟・とCq&こ 

ょる共振回路と, 短絡安定形Nー Cにょって得られる負性抵抗にょっ 
て構成した負性抵抗形発振回路でぁる‥の・ 同回路の振幅条件と発振 
周波数は次式で与ぇられる. 

C2R1R3 
COReq 
1 . m 

ここでRg〟はジャィ レータの等価直安囁抵抗である; 

IRNI S 
の0 =  
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CFA~ `SCS 鱒′  Y‘ 【 o NーC 工 -—x Z _RN ・]  C。_} 〟 ] ]  
一 工 量R 董魄 

図5 ) CR発振回路 ' ~ 
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図6 実薫結果 
Rー (Kg) 
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5.  実験結果 
動作を確かめる ため, ォペアンプにLF356を用ぃて実験を行った・ 図4,” 図5の積成でR]を変化した場合 

の発振周波数特性を図6 に示す. 図4 ,  図5  において, 発振条件はRNで調整し, 各回路定数を' ZA=ZB= R]=Rg=ー0KQ, RN=50KQVRと し, C。=Cg=ー0nFJ。。nFの2 レンジにっいて測定した結果' o.1~ 
20KHzの発振周波数ヵゞぞ尋られ, ほ&ま理論値に一致している 

6 .  む す ぴ 
RC受動素子を含む2個のCFAを用いたピルディ ングブロック能動回路にょ りジャィ レータを樽成しC 

R発振回路に適用した結果, 実測値と理論値は剛奮一致してぃることヵゞ確認でき た. 
今ぞ菱の課題と しては' 更に広帯域イヒな どの特性改善が望まれる・_ 
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